
報
 

町
 

原
 

所
 

五
 

5 月 15 日 

北
津
軽
郡
五
所
川
原
町

発
行
所
 
五
所

川
原
町

役

場
 

電
話
（1
1八
番一
】
一
一
一
総
）
 

庶
務
隙
 

贋

報

係
 

陸

奥
印

刷
株
式
会
社
 

印編発 
刷集行 
所人兼 

雨
天
順
延

（
小
雨
実
施
）
 

検
査
日
割
表
 

神
幕
磐

五
月
十
ヒ日
 

ク
 

予
 

ク
 

ク
 

旭大岩寺上 幾柏錦新敗手 

木界島原 宮島井 
町町町町町 町町町町町町 
、ーマー’ ~ー‘ 、ー’ 、、ーノ 、一、~ 

ョi 
月 

ク ト ク 予 ク 
八 
日 

号
 

「o
 

。
‘
 

 
第
 

人

口
 
一
謂
錆
環
）

一
 

世
稽
数
 

二
、
 六
九
二
 
《
 

第
六

回
青
森
県
統
計

大
会
に

於
け
る
表
彰

者
 

於
 
金
木
町
小
学
校
 

〔
五
所
川
原
町
内
の
分
）
 

図
表
一
般
の
部
 

要
 

領
 

主
催
者
 
全
国
統
計
協
会
迎
合
会
 

論
 
題
 

統
計
に
つ

い
て
の
体
験

（
統
計
調
査

員
，
報
告
者
‘
実
務
従
事
者
と
し
て

の
）
 
を語
る
。
 

枚
 
数
 

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
十
枚
以
内

（
 

仕
表
は
枚
数
外
と
す
）
 

締
切
期
日
 

昭
和
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

（
当

日
消
印
あ
る
も

の
は
有
効
）
 

発
 
表
 

統
計
通
信
（
十
月
十
日
号
）
紙
上
 

各
林
務
出
張
所

（
左
の道
り
）
 

六
、
憲
幕
資
格
 
制
限
な
し
 

深
浦
町
．
賠
ケ
沢
町
、
舘
岡
村
、
五
所

七
、
賞
 
金

一
等
一
 
一o

、
o
o
o円

川
原
町
、
弘
前
市
，
大
鰐
町
、
黒
石
町
 

二
等
 
五
、

〇
o
o
円

小
湊
町
，
野
辺
地
町
．
田
各
部
町
，
訓
 

三
等
 
二
，

o
o
o
円
 

鶏

叡
謂

叡
蒜
器
論
焚
・

審
漬
 

町
‘
向
和
、
八
戸
市
 
全
国

統
計
協
会
述
合
会
役
員
が
当
る
 

こ
れ
ら
の
規
定
に
進
反
じ
た
場
合
は
一
九
、

宛
 
先

1
 

年
以
下
の
懲
役
又
は
五
万
円
以
下
の
別
 
東
京
都
千
代
田
区
三
年
町
五
 

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
注
意
ド
さ
い
 

行
政
管
理
臓
統
計
基
準
部
内
全
国
統
 

昭
和
二
十
九
年
四
月
 
青
森
懸
 

計
協
会
連
合
会
 

一
 

一
O

、
 そ
の
仙
 
一
 

日i

『
白
い
羽

根
運

動
』
剛
 

昭
和
二
十
九
年
慶
 

一④
狩
徹
期
問
は
 

日
赤
融
負
募
集
並
杜
資
収
人
精
算
報
告
一
 毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
十
五
 

書
 

印
ま
で
で
す
o
 

】
，
社
賃
収
入
高
 

但
し
き
じ
・
や
ま
ど
り
は
毎
年
十
一
月
 

一
金
 
式
拾
参
万
五
千
四
百
七
拾
円
也
 

一
日
か
ら
翌
年

一
月
十
五
日
主
で
 

め
じ
ろ
，
 う
ぐ
い
す
、
 ひ
ぱ
り
，
 や
ま
 

一
島
博

斌
懸
渓
百
九
拾

六
円
 
）
彩
器
鉢
“
そ
、

ほ
ュ
じろ
等
1
11、

 

旦
し
会
立
ま
円
月
十
ル
日
日
糸
支
④
許
可
の
有
効
期
問
 

部
へ
迭
金
済
 
許

可
を
受
け
た
日
か
ら

ー
ケ
年
間
で
す
 

一
嘉
過慧

夢

五円
也
 
耀
鶏
」」
報雄
可
申請
を三
 

一
 

日
示
支
邦
上
り
祖
功
立
 
三
、

右
に
関
す
る
受
付
又
は
間
合
は
せ
次

一
 右
の
通
り
御
報
告

い
た
し
ま
す
．
 

の
所
で
い
た
し
ま
す
 

一
迫
て斯
く
好
成
績
を
得
ま
し
た
こ
と
は
一
④
青
森
市
に
お
い
て
は
 

四
、
 

轟
難
難
態
議
い

蟹
議
歎
鷲
錆
叫
（
「
数
 

一
J
‘一
？五

所
川
原
町
加
羽
中
募
金
委
員
会
 
一

准
、
一
 

五
，
 

1
 
i

、
 
ー‘
 
1
 ⑥
郡
部
に
お
い
て
は
 

⑨
＠
 

募
原
稿
と
朱
書
す
る
こ
と
。
 

2
紙
上
名
は
随
意
と
す
る
が
住
所
、
氏
 

名
、
性
別
，
年
令
、
職
業
、
勤
務
先
 

を
原
稿
の
末
尾
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

3
懸
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
、
入
選
論
 

文
の
う
ち
特
に
優
秀
な
も
の
は
統
計

通
信
に
揚
載
す
る
。
 

省
入
選
考
に
対
す
る
賞
金
は
第
五
回
 

全
国
統
計
大
会
（
十
月

一
日
徳
島
市
）
 

の
席
上
で
行
う
。
 

一
．

期
 

つ
 
、
 
《し
 

一
 
し
 
》
 

》
う
‘
，
“
・
‘
 

四
つ
の
島

に
久
し

く
閉

じ
こ

該
当
者
は
洩
れ
な
‘
お
い
で
下
下
さ
い
。
 

も

つ
て
い
た
日
本
人
に

海
外

（
 

左
 
記
 

の
門
戸
は
今
再
び

開
か
れ

た
。
 

一
、
該

当
者
 

青

森
県

海
外

移
住

協
会
は
県
 

ー
昨
年
七
月
以
降
二
十
九
年
二
月
ま
で
 

誤
繰

乳
縄
謙

鷲

2

報
轟
痘
を
延
期
してレ
る幼
見
 

さ
れ
、
 
渡
航

1
21
4貸
付
に

な
り
 

自
‘

前
十
時
 

よ
籍課
籍
纂
黙
m

』
」
舞
壕
“
 

ま
す

o
 土
地
問
題
で
争
つ
て
い
 
至
 
午

後
四
時
 

な
い
で
雄

飛
す

に
き
で
し

よ
う
三
、

場
 
所
 
旭
町

音
 
考
 

海
外
移
住
者
資
格
 

（
人
植
地
に
よ
つ
て
異
な
る
が
大
体
共

通
し
た
も
の
）
 

一
、
家
族
は
五
．
六
人
で
浦
十
五
才
か
ら

玉
十
才
の
働
手
が
三
人
以
上
あ
り
，
 

擬
制
家
族
で
な
い
こ
と
。
 

ニ
、
農
業
移
民
に

つ
い
て
は
世
帯
主
が
必

ず
農
業
渚
な
る
こ
と
。
 

思
想
堅
実
で
極
右
極
左
の
傾
向
が
な

い
も
の
で
、
開
拓
意
欲
の
旺
毘
な
も

の
で
あ
る
こ
と
。
 

教
育
程
箆
が
原
則
と
し
て
家
族
に
旧

制
中
学
校
か
、
新
制
高
校
の
卒
業
生

の
あ
る
と
と
。
 

健
康
状
態
は
全
員
が
肉
休
的
欠
陥
の

な
い
こ
と
。
特
に
法
定
縛
染
病
の
な

い
こ
と
。
 

再
渡
航
又
は
職
業
軍
人
で
な

い
と
と
 

七
．
携
帯
金
は
十
万
円

Iー
 
二
十
万
円
以

上
の
準
備
で
き
る
も
の
な
る
こ
と
。
 

定
期
種
痘
実

施
に
つ

い
て
 

右
に
つ
い
て
左
の
通
り
行
い
ま
す
・
か
 

お
す
い
た
ち
、
 き
つ
ね
，
 た
ぬ
き
、
 
標
 
題
 

響
議
醒
塁

“
雄
日
か
ら一等
賞
提
徴者
斉
五師
川
原保
鶏
 

」
協
諜

難
繊

票
議
脇
主

要
死
因
によ
る死
亡
率
の
年次
推
移
 

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 

三
小
島
を飼
獲
する
と
き
は
必
ず
鋼
第
四

回
懸
賞
論
文
募

舶
綱
賜

ど
受
け
て下
さいo
 
 

集
 

④
小
鳥
と
は
 
・
 
青
森
嘱

統
計
協
会
長
 

一
、
此
資
収
人
超
過
額
調
 

一
金
 
拾
九
万
脅
千
六
百
円
也
 

懸
附
当
目
標
額
 

一
金
 
武
拾
毒
万
五
千
四
百
七
捨
円
也
 

赴
資
攻
入
総
額
 

一
金
 
四
万
壷
千
八
百
七
拾
円
也
 

差
引
起
過
額
 

，
精
 
算
 
調
 

一
金
 
武
拾
参
万
五
千
四
百
七
拾
円
也
 

牧
入
総
額
 

一
金
 
壷
万
登
千
七
百
七
拾
四
円
也
 

牧
入
総
額

5
一m
察
務
交
付
金
 

。
ノ
 

ー
 
，
‘

j
,

，
 
‘
・
ー
 
‘
 
ー
 

2
 
⑧
狩
徹
鳥
獣
と
は
 

n
 

ナ
r
ら
、
か
ら
ナ
，
う
づ
ら
、

D
う
一
d
 

tか
 

．
 
・
 

 
I
  
‘
 

,
 

v》
，り

r
W
J
で
す
。
 

馬
 

ひ
よ
ど
り
，
も
ず
．
つ
ぐ
み
は
開
え
る

こ
と
は
で
な
ま
せ
ん
。
 

空
気
銃
の

使
用
及
小
 

鳥

の
飼
養
に
つ
い

て
 

一
一
，
空
鍛
銃
で
狩
徹
鳥
獣
を
撃
っ
と
き
は
 

⑥
回
（
回）
（
囲
）
⑨
 

必
ず
狩
撤
登
録
票
を
受
け
て
下
さ

い
。
 

ョ
 

ー
封
皮
に
は
必
ず
第
四
回
懸
賞
論
交
懸
 

ー
ユナ

・
」‘
 
多
 
1
一
、
 ！
》
 

話
か
 々

／
 
工
ル
し「R
(
 
r
 

A」F！
八v
'
d
I
I

‘
、
 

！
プ

ー
 
／
ノ
 

日
 

（

ー
  

2
共
）
 

江
渡
医
院
 

日 至 5 月 31 自 5 月 1 

日
 

五
月
十
七
日

（
月
曜
日
）
 

五
月
＋
八
日

（
火
曜
日
〕
 

五
月
十
九
日

（
水
曜
日
）
 

午午 午午午午午午午午午午
後前 後前後前後前後前後前 

栄田元更柳鎌新醐布棄川本

生 谷 生屋 端

町町町街町町田主町町町町町 
｝

五
月
十
九
日
 
 

一
  
日
 

}
 

}
 }

 
｝
 
予
 

｝
 ーー 午午

日 後前 
午午 午午
後前 後前 

四
、
料
‘
金
 

一
名
 
二

O
円
 

●
 

●
 
●
 
●
 

●
 
●
 
●
 

春
季
清
潔
法

検

査
 

右
に
つ

い
て
左
の
通
り
行

い
ま
す
。
 

記
 

一
一
，再
検
査
期
日
 

五
月
廿
八
日

（
金
曜
日
）
 

1

、
 

◇町視滞納強力整理月間◇ 

本月は未納税金の総決算期でありますか

ら完納に御協力をお、願いします。 

E記期間中強制完納して戴くまでうるさ 

く訪問致しますから何卒完納にか協力下

さい0 

期間中に完納して戴けないときは誠に不 

本意ですが完納者に迷惑を及ぽすことに

なりますから滞納額の多い少いにかかわ

らず財産差押処分を執行致しますから悪

しからずお、諒解願います。 

り
も
 



昭
和
ニ

十
九
年

産
 

特
別
早
期
供
出

米

制

度
実

施
 

昭
和
二
十
八
年
産
米
供
出
に
つ
い
て
は
 

固
定
資
産
税
 

第

一
 

水
利
地
益
現
 

全
 

納
期
日
は
五
月
三
十
一
日
で
す
。
 

期期 

昭和］9年~月~日現在 

昭和28年9月 '5日現在 

一昭和29年I月31日現在 積
 

而
 

び
 

及
 

口
 

人
 

会
 

鶏思鷲購黒器村、三好村合併に関する参考 

町
 
名
 

気
へ
区
 

五
所
川
原
町
  

×
分
  
×
  

栄
 
村
 

中
 
川
 
村
 

三
 
好
 
村
  

〉
長
 橋
 
村
 

松
 
島
 
村
 

仮
 
詰
 
村
 

計 

市ー権 	者 	数 6.938 1.600 1.748 1.586 2.031 2.102 1.9 2 17.917 
踊 	員 	数 
紀凡二二＆当‘有血者― 
,,―数 舞い鼻 
―合プ併後議頁二人当肴権者数 

・l
0 	

hZ d'  

・

ー リ

‘  

？。 。ノ  

69 	 67 	
I'
3 

一  
1 	

26  

16
00  

・

ー 
。ノ

qJ 
 

2『 妬67  
/  

6807 
 
一
 

 

5
 

9
  

町 	村 	名 
× 
× 

Iど敏 

玉
所
川
原
町
 

栄
 
村
 

 

'I】 

川 

村 

三
 
好
 
村
 

長
 
橋
 
村
 

松
 
島
 
村
 

飯
 
詰
 
村
 

計
  

学
学
顧

生
学
学
・
職生
学
・
学
職生

校
級
員

徒
校
級
員

徒
校
級
員

徒

数
数
一数
数
が
一数
数
数
数
一数
数
一数

小
学
・
校
中
冒
ナ
校
高
等

学
校
一
 
 

I 2 2 2 2 4 I 14 
32 16 13 12 I6 16 13 118 
46 '9 '9 I5 19 .23 17 153 

1.816 539 421 463 558 533 526 4.856 
l I ! l I 1 1 7 

18 9 6 6 7 7 6 159~ 

911 31 I0 I0 9 I9 10 
839 225 223, 244 287 274 252 2.344I 

2 2 
30 30i 

114 H叫 
I・4Q7 1.407' 

町 せ 長
 
橋
 
村

松
 
島
 
村
 

詰
 
飯
 
村
 

計
  

、 石「ニ 
、 
、

× 
Iマ 	ム、 

g. 	ij,、 

Ill 

切、 

町 村’ 村 村 

人 口 12.946 3.150 3.560 3.342 4・155 4e306 3.749 ”・208 

一
  

口
 
帯
密
面
 
度
 
梢
 

世
人
総

宅

数
ソ
積
地
  

 
 
2
.
6
4
0
 

512 636 526 661 665 635 6.275 
3.119 246 347 245 127 323 91 276 
4.15 12.77 10叱3 13.62 32.48 13.31 40.98 127.54 
・0.74 0.36 0.40 0.85 0.51 0.42 0.り7 3.55 

田 畑 1.86 5.78 6.53 8.53 8.45 8.83 4・53 44巧1 
そ の 	仙 1.55 6.63 3.30 4.24 23.52 4.09 36.18 	79.48 

設
 

施
 

校
 

学
 

え
 

織
 

組
 

本
 

基
 

」
 

識
 

乙
 

二 十ナ十 

十 八七五 

日 日 日 日 

ニ
十
一
日
 

一
一十
一
一
日

二
十
七
日

二
十
八
日

二
十
九
日

三
十
一
日
 

（
 
「
 

四
月
十
五
日
付
  

高
 
橋
 
光
 
広

ス
ク
ェ
ァ
 
雇
を

命
ず
る
 

鷲
？
鱗演

劇
研
究

「
醸
響
舞

』
島
浩
三
 

コ
ー
ラ
ス
 
五
所

川
原
町
募
金
委
員
会
寿
長
を
委
嘱
 

山
シ
r
 

五
所
川
原
叩
鏡
金
郵
則
会
覇
均
乞
婆
愛
す
 

吉
村
才
太

郎
（
7
4才
）
下
平
非
町
 

鵬

舶
誘

噂

加
一畷

飴
 

一
 

全
・
翼
 

ヘヘヘノ、 

8568280 
才才才才 
、ノ、Jv、ノ 

柏布幾布

原階島屋

町町町町 

出生 男一〇名 

女 六名計一六名

死亡 男 四名 

女 ー名計 五名 

魂
 乙墜 ,1/驚7 

露
難
難
難
））
「
 

肩
繊
難
繊

鷺
鶏
 

日
本
海
側
で
は
前
線
が
日
本
海
南
部
ま

で
北
上
し
て
所
に
よ
リ
大
雨
が
降
り
や

す
い
が
、
東
北
地
方
東
部
か
ら
関
東
地

方
白
加
け
で
？中
出
露
画
必
加
U
碗
算
叫
 

下
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
 

8

灘
麟
難
鱗
鷲
 

麟
鰍
鰯麟
『
 

鷲
麟
騒
響
一
 

鷲
綴
静
繍
欝
 

さ
れ
る
。
 

綴

「
難
響
盤
露
如
 

【
税
務
通
信

】
 

昭
和
二
十
九
年
度
町
稔
令
書

（
切
符）
 

が
山
ま
し
た
。
 

一
 

五 所 川 原 町 報 

併
合
は
具
休
化
し
、
鼓
に
愈
々
理
想
的
大

五
所
川
原
の
実
現
を
見
ん
と
す
る
に
到
っ

第
 一た
事
は
，

質
に
暁
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
 

比
の
m賜
約
八
十
年
前
（
明
治
九
年し
 
に於

一け
る
各
村
落
併
合
の
跡
を
観
る
も
亦
興
味

一が
あ
る
で
あ
ろ
う
タ
 

一
 
◇
五
所
川
原
村
 

一
五所
川
原
（
喰
川
ー
準
井

ー
柏
原
）
四
ケ

村
を
併
合
し
て
ー
ケ
村
と
す
。
 

一
 
◇
長
橋
村
 

一
豊成
ー
租
山
1
浅
井
ー
野
塁

ー
紳
山
ー
松

野
木
へ
認
岡
，
下
新
里
，
若
山
，
戸
深
）
 

石
田
坂
‘
平
町
）
十
ニ
ケ
村
を
七
ケ
村
と

す
 一

村
落
併
八

口
状
況
一
 

◇
栄村
 

福
士
 
貞
蔵
 
齢
讐
舗
論

終
籍
）
観
叫
 

機
運
熟
し
て
五
所
川
原
町
外
六
ケ
村
の
た
 

《
 一
、
 ・
一
 亡
十
」
刊
 
つ
《
飯
詰

（
朝
日
山
）
i
下
岩
崎
三
ケ
村
を
一
「
 

》
 
ーノ
 
コ
ー
 
A側
ー
 」
月
ー
ク
 》
 
ー目
‘

．り
！
 
ー
，
 一
J
fー
．:
 1
1
 

ー
 
ノ
 
ー
 
ノ
ー
 
ー
ー
ー
ー
 ～
 
ケ
村
と
す
。
 

一
、
 ・r
 
亡
十
」
刈
 
つ
《
飯
詰

（
朝
日山
）
i
下
岩
崎
三
ケ
村
を
二
田
、
前
危
，
中
村
，
尻
無
‘
仮
詰
村
の
味
 

ーノ
 

1
 
，

一
月
 b
」
一
川

和
と
か
ー
 

．
ー
  

1
1
 

 

明
ケ
聾
‘
中
坤
柳
の
中
か
等
目
鰍
如
和
“
 

◇
松
島
村
 

水
野
尾

ー
金
川
 （
天
紳
．川
代
田
）
ー
米

山
（
案
舛
，
末
賀
）
ー
唐
笠
柳
ー
石
岡
（
 

ニ
本
柳
）
ー
吹
畑
ー
漆
川

i
一
野
坪
（
狐

鼻
．
石
畑
）
ー
太
刀
打
（
富
川
，
桃
崎
）
 

十
八
ケ
村
を
九
ケ
村
と
す
。
 

◇
中
川
村
 

川
山
ー
沖
飯
詰
ー
樫
田
ー
長
橋
ー
種
弁

ー
 

新
宮
ー
田
川
（
川
元
、
赤
堀
）
九
ケ
村
を

七
ケ
村
と
す
 

◇
三
好
村
 

高
激

ー
鶴
ケ
岡
ー
藻
川
三
ケ
村
は
元
通
り
 

（
註
）
 

一
 

五
所
川
原
の
銀
谷
，
新
屋
敷
．
栄
村
の
猫
 

淵
，
松
島
村
の
野
崎
，
悪
戸
，
田
中
，
宮
 

4 

紀
ら
誇
鶴

舞
吐
」結
後
牛
）
 

（
ハ）
 北
日
本
で
は
七
月
末
か
ら
十
月
 

競

鉱
禁

鉛
鞘
か
ら
中
旬
 

（
」）
 九
月
初
め
頃
及
び
九
月
後
牛
期
 

昭和 29 年 5 月 15 日 

に
く
支
村
で
あ
る
。
 

◇
飯
詰
村
 

す
。
 

‘
 

正
 
美
同

期
ー
 
；
 

5

灘
燕
議

灘
鰯
塵
芥
運

搬
予定
表

京
」
窯
「
 

遼
す
る
お
そ
れ
か
あ
る
切
で
月
を
通
じ
 

（
五
 
月
 
分
）
 
那
喜
代
 
受
女
・
．
 

良
好
と
は
い
い
得
な
い
。
 

‘
 
」
 ・
 
‘
 

ー
・
 
大
屋

喜
美

子
 

の
見
込
・
み
です
。
 

な
お
本
州
の
中
部
、
お
ょ
び
北
部
で

は
四
日
下
旬
か
ら
五
月
始
め
に
か
け

て
晩
》畑
が
け
ね
ん
さ
れ
る
。
 

3
天
候
が
安
定
し
高
温
に
経
過
す
る
主
な

時
期
は
 

（
イ
）
 五
月
始
め
 
（
上旬
牛
ぱ
）
 
か
ら
 

六
月
上
句
の
期
間

（
玉
月
下
旬
の
初

期
を
除
く
）
 

（
ロ
〕
 八
月
後
牛
期
 

（
に
 
九
月
末
か
ら
十
月
末
ま
で
の
期
 

薫
灘
議
灘
鷲
鰻
麓
臨
議
響
”
轟
か
熱
 

目
～
 
に経
週
す
る
も
の
と
姫
待
さ
れ
ま
‘
し
I
ー
、
．『
，

．
 

小

田
桐
藤

夫
 

畿

罷

醍
慾
勤
」
鷲
（羅
籍

溝
操
噂
に

何
分
の御
協
力方
お勇
仙

”
男
裕
久
 

麟
威

細
遡
井
あ
酵
叫
「
無
待
毒
抑
蛇
願

い
致
し
ま
す
。
 

，
 
小
、
紗

藤

夫
 

（
緩
織
鍵

慾
勤
」
鷲（羅
籍

溝
線
漕
に

何
分
の御
協
力方
お勇
仙

”
男
 

ん
さ
れ
る
外
は
、
上
旬
後
串
削
ら
月
末
し
た
旨
食
糧
鷹
長
官
か
ら
通
報
が
あ
り
ま
竹
 
巨
 
ヒ
男
 

蔭
 

関
係
者
各
位
の
特
段
の
協
力
に
よ
り
三
月
》
？
・
《
！
 

三
十
一
日
現
在
五
〇

一
、
六

一
O
石

（
軽
 出

生
 

内
）
・
の好
成
績
を
示
し
て
い
る
が
、
国
内
？
くI・

、Jー
 

の
本
米
殺
年
度
の
端
境
期
に
於
け
る
食
糧
泰
三
郎
 
長
男
 

五
月
十

玉
日

十
七
日
 

公
民
舘
行
事

予
定
 

隠
と
予
割
む
柳
如
ナ
り
「ノ

1
"
',
,
M匁
帆α
窮
禾
を
丘b
そ
球
川
帰
叱
H
カ
舞
に
弘
 
碑
 
曲
男

后
合
つ
妥
争
を
汁
う
奮
刀
口・
訂ニ
ト
L
巨
プ
 
準
 
山
 

の
緩
和
を
計
る
鴛
昭
和
二
十
九
年
の
 

十

八
日

十

九
 
日
 

】
一十
日

一
一
十
一
日
 

】
一
十】
一
日

二
十
四
日
 

二
十
五
日

二
十
六
日
 

二
十
七
日

二
十
八
日

二
十
九
日
 

（
五
 月
 
中
～
 

ス
ク
ェ
ァ
赴
会
講
座
 

コ
ー
ラ
ス
 

演
劇
研
究
会
 

承
識
舞
会
 

⑧
⑥⑥
⑥⑧
 

田栄元更更 錦 新幾幾柏柏上平平中下下敷敷

生生 宮島島原原 4).井井柔工柔島島 
7「 	フ「フ「 7「 

町町町街街 町 町町町町町町町町町町町町町 

謙
太
帥
 
眼
男
 

清

登
貴
嘩

極
歎

智

子
 

実
 
千
 
線
女
札
 
子

清
 

崎
 
橿
男
仁
 
志
 

長
n
l榔
 
警

町
 
子
 

勝
 
義
 
三
女
 

一
 
工
 
藤
 
優
 
子
 

一
純
 
一
 
長男
 

一
 
松
 
岡
 
保
 
彦
 

福
 
衛
 
一
一
男
一
 

浅
 
利
 
友
 
重
 

“
、

！
，

、
“
  

死
亡
 

勘 豊 

川
端
町

栄
 
町
 

中
不
井
町

田
 
町

元
 
町

上
平
井
町
 

川
端
町

川

端

町
 

田
 
町

上
不
非
町

雛
 
田

錦
 
町
 

布
屋

町

幾
島
町

下
準
井
町

下
準
井
町
 

農
家

の

み

な
さ
ん
 

へ
 ／

暖
候
期
季
節
予
報

（第
一
一
回
）
 

昭

和
ニ
十

九
年
三

月
三

十
日
発

表
 

中
央

気

象

台
 

③
 
③
 

【e
 

今
暖
候
期
の
天
候
に
つ
き
，
三
月
巾
旬
 
く
、
時
々
現
わ
れ
る
高
低
温
は
．
 か
な

ま
で
の
資
料
を
用
い
て
調
査
し
た
結
果
は
 
り
強
い
見
込
み
で
、
地
城
的
に
は
北
海

次
の
と
お
り
で
す
。
 な
加
こ
の
予
想
は
今
 
道
方
面
に
こ
の
傾
向
が
大
き
い
。
 

後
の
天
候
推
移
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
2
変
動
が
現
わ
れ
．
低
温
が
起
り
や
す
い

が
あ
り
ま
す
か
ら
各
地
の
気
象
台
で
出
さ
 
主
な
時
期
は
多
少
の
ず
れ
は
考
え
ら
れ

れ
る
三
ケ
月
予
報
に
留
意
し
て
い
た
だ
宮
・
る
が
 

た
い
。
 

（
イ
）
 
四月
上
旬
か
ら
五
月
初
め
の
期
 

ー
今
暖
候
期
の
天
候
は
変
動
が
ゃ
ゃ
大
（、
一
 
澗
 


